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註…師輔文li:によ')ＩＨＩ従IIP式が典なる場合もつとＭ)て轆ｌｉＬ、ｉＨＷＦ卿に無記入の簡所は謂梱とした⑪また「Iそ111締一日雌」にlIdIuのある_上ⅡIの親頬と移住地の知人を
除き氏潴の蒐文7gIIを伏した。＊誘牙は1,リ・人物である．
出典）「北ihjⅢIEIｲi米IF】地処分法完結文杏』（北海jUm:丈啓lNMl〔）よI)作成。
8５
上
田
は
、
移
住
前
に
田
中
村
の
教
育
識
の
負
債
問
題
を
収
拾
。
と
も
か
く
も
夜
学
村
営
化
を
果
た
し
て
お
り
、
紛
擾
に
際
し
て
の
論
理
は
巧
み
で
事
務
や
交
渉
に
長
け
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
け
れ
ど
も
、
日
誌
に
は
「
資
金
あ
る
に
あ
ら
ず
」
「
懐
中
欠
乏
余
金
百
円
に
充
た
ず
」
と
記
し
て
お
り
、
団
体
の
巡
営
に
悩
ん
だ
様
子
が
窺
え
る
。
四
月
に
団
員
は
附
近
の
「
材
木
揚
場
」
で
労
働
を
な
す
こ
と
に
し
、
上
田
は
「
内
地
」
に
戻
り
金
策
を
図
っ
た
と
い
う
。
そ
う
し
て
幸
い
に
も
「
田
中
村
有
志
よ
り
金
六
百
円
を
調
達
し
て
出
金
な
し
く
れ
た
り
、
余
其
の
芳
志
を
喜
び
借
用
」
す
る
こ
と
で
き
、
大
祥
地
に
帰
っ
て
道
庁
の
技
手
か
ら
調
在
を
受
け
た
こ
と
を
組
し
て
お
り
、
そ
の
際
の
調
諜
な
ど
か
ら
上
川
た
ち
の
人
地
時
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
は
団
体
の
構
成
や
迎
徴
に
つ
い
て
解
説
し
な
い
の
で
、
こ
れ
を
当
面
の
手
が
か
り
に
検
討
し
て
み
た
い
（
第
一
表
）
。
そ
も
そ
も
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
上
田
の
視
察
時
に
「
京
都
団
体
」
と
し
て
予
定
存
悩
さ
れ
た
肴
が
二
二
ｍ
〈
単
身
肴
を
含
む
が
、
以
下
で
は
戸
と
数
え
る
）
。
だ
が
、
そ
の
陣
容
を
み
る
と
実
際
に
移
住
し
て
貸
付
を
受
け
た
者
は
限
ら
れ
る
。
同
年
末
当
時
に
川
中
村
か
ら
六
戸
、
彼
と
兄
弟
を
含
む
大
阪
の
縁
者
が
四
戸
、
京
都
の
近
在
の
者
が
二
ｍ
、
さ
ら
に
現
地
で
補
欠
貝
に
な
る
岐
阜
県
移
民
四
戸
の
計
一
五
戸
。
「
部
落
」
か
ら
は
大
正
九
年
当
時
に
百
十
余
名
中
七
戸
三
二
名
と
い
う
か
ら
意
外
に
少
な
い
。
曲
折
あ
っ
て
減
少
し
た
の
だ
ろ
う
が
、
結
果
的
に
異
な
る
経
歴
の
混
情
す
る
団
体
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
主
に
、
①
上
川
と
「
師
弟
ノ
関
係
」
あ
る
青
年
団
口
家
族
を
中
心
に
す
る
川
中
村
川
身
者
で
、
車
夫
や
土
木
な
ど
に
従
事
し
た
人
び
と
。
②
上
田
と
兄
、
異
父
弟
ら
山
間
農
村
の
二
三
男で、都市に出て商業や教育に従事した人びと。③移民の多い農村
か
ら
移
住
し
、
土
地
借
り
受
け
の
機
会
を
探
し
て
い
た
人
び
と
、
で
構
成
さ
れ
（兀）
る
（
表
一
）
。
貸
付
地
が
稀
少
化
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
、
ま
ず
は
附
近
の
上
足
マ
マ
寄
や
ト
マ
ム
に
先
に
移
住
し
た
親
戚
な
ど
に
寄
留
し
「
遇
然
」
欠
員
に
応
募
し
た
の
が
岐
阜
・
三
重
県
の
農
家
だ
っ
た
。
つ
ま
り
京
都
団
体
は
上
田
を
含
め
て
ま
ず
二
戸
で
移
住
し
た
だ
ろ
う
。
ま
た
道
内
に
「
十
三
年
暮
せ
し
」
経
験
が
あ
り
、
「
農
業
事
情
」
に
通
じ
た
者
も
京
都
か
ら
参
加
し
て
い
る
。
都
市
労
働
者
の
京
都
団
体
は
独
特
な
よ
う
だ
が
、
こ
の
点
を
上
川
も
考
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
五
～
一
○
町
歩
の
土
地
を
借
受
け
、
周
囲
の
立
木
を
伐
採
し
、
五
月
「
川
瓜
全
部
専
心
側
懇
蒋
き
附
け
に
新
手
」
。
そ
し
て
初
年
に
「
各
人
一
町
歩
程
宛
開
墾
を
成
し
た
り
、
粗
成
な
が
ら
畑
が
拾
四
、
五
町
歩
出
来
た
り
」
と
記
す
。
と
も
か
く
も
入
地
後
耕
作
（万）
の
手
配
は
順
調
に
進
ん
だ
様
子
が
見
受
け
ら
れ
る
。
所
持
金
は
一
概
に
多
少
を
言
え
な
い
。
飛
者
の
知
る
若
干
の
部
落
改
善
に
よ
る
例
で
は
人
地
時
の
綱
叫
で
大
正
六
年
螺
湾
村
へ
の
奈
良
県
移
民
が
各
戸
八
○
～
一
七
○
円
、
大
正
七
年
音
（犯）
更
村
へ
の
滋
賀
県
移
民
は
二
四
○
円
を
所
持
し
た
と
記
さ
れ
る
。
京
都
団
体
は
上
川
を
除
い
て
数
十
円
か
ら
百
数
十
円
だ
っ
た
。
郷
里
家
族
の
仕
送
り
を
期
待
で
き
る
団
員
も
あ
っ
た
よ
う
だ
か
、
上
田
は
特
に
移
住
当
初
に
資
金
に
悩
ん
だ
。
当
時
府
や
郡
村
が
彼
ら
に
予
算
を
講
じ
た
跡
は
見
あ
た
ら
ず
、
し
か
も
公
道
会
（ね｝
に
注
目
す
る
と
上
田
は
入
地
当
初
の
検
査
で
道
技
手
に
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
公
道
会
が
先
年
に
斡
旋
し
た
四
国
の
移
住
者
は
天
塩
で
土
地
貸
付
を
受
け
た
が
、
現
在
は
そ
れ
を
返
却
し
て
「
流
送
夫
其
他
製
材
所
労
働
」
を
し
て
い
る
。
会
と
の
打
合
せ
で
は
彼
ら
七
戸
を
団
体
に
補
欠
す
る
手
は
ず
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
8６
北海道移住と上Ｈ１iii
が、これが来着しない。なので代わりの補欠員参加を認めて欲しい。
団体の資金は①各自の労働②親戚知人の援助③上田の貸付④団員の
自
己
調
達
に
よ
る
予
定
で
、
初
年
の
「
蒔
附
ケ
終
ル
迄
ハ
総
テ
ノ
費
用
ハ
小
子
（帥）
二
於
テ
貸
与
ス
ル
」
こ
と
に
す
る
、
と
。
団
員
の
補
欠
が
不
許
可
に
な
る
と
そ
の
区
画
分
は
団
体
へ
の
貸
付
か
ら
削
減
さ
れ
、
し
か
も
伐
採
の
立
木
が
あ
れ
ば
「
盗
伐
ト
シ
テ
検
挙
ヲ
ナ
シ
且
其
損
害
ノ
弁
償
を
命
ス
ル
」
土
地
処
分
の
規
則
が
あ
っ
た
。
ま
た
そ
も
そ
も
「
移
住
戸
数
十
戸
以
内
ノ
場
合
ハ
予
定
存
悩
ノ
許
（別）
可
ヲ
収
梢
ス
」
と
さ
れ
た
の
で
、
団
体
へ
の
土
地
貸
付
自
体
が
危
ぶ
ま
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
二
月
に
上
田
は
公
道
会
に
補
欠
を
要
請
し
て
「
移
住
ヲ
頓
ム
」
の
（躯）
電報を送ったようだが、既に三月には会の補欠の「入団見込みなき」
こ
と
が
知
れ
、
上
田
は
「
入
地
検
査
に
大
支
障
を
来
す
と
案
じ
」
て
参
加
者
を
探
し
た
と
い
う
。
当
時
、
道
庁
は
予
定
存
置
地
に
補
欠
を
認
め
る
の
に
慎
重
に
な
っ
て
お
り
、
団
員
は
嘆
願
書
を
提
出
。
上
田
も
自
ら
道
庁
・
支
庁
に
赴
い
て
（鋼）
交渉に腐心した。だが「特定地ハーＰ主又ハ成年者二限り」貸付ける
原
則
や
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
四
月
通
牒
の
「
細
民
部
落
民
一
一
関
ス
ル
件
」
に
よ
り
部
落
民
の
処
遇
が
問
題
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
成
人
の
団
員
家
族
や
岐
阜
県
移
民
の
補
欠
へ
の
貸
付
は
認
め
た
が
、
未
成
年
で
分
家
す
る
者
や
技
手
の
検
査
時
に
入
地
し
て
い
な
い
者
に
は
拒
ん
だ
こ
と
が
知
れ
る
。
こ
の
道
庁
の
決
定
の
経
緯
は
よ
く
判
ら
な
い
が
、
通
牒
や
部
落
民
の
処
遇
は
後
に
も
触
れ
よ
う
。
た
だ
、
六
月
の
検
査
時
に
、
上
田
は
技
手
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。
現
今
は
「
公
道
会
ハ
予
定
存
置
出
願
二
際
シ
添
書
ト
一
人
ノ
案
内
者
（例）
ヲ
出
シ
呉
レ
シ
ノ
ミ
ニ
テ
其
後
ノ
関
係
ナ
シ
」
だ
と
。
さ
ら
に
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
米
騒
動
の
後
に
、
彼
は
京
都
市
長
代
理
（
夜
学
運
営
問
題
か
ら
懇
意
の
前
愛
宕
郡
長
）
に
「
移
住
殖
民
」
に
よ
る
「
細
民
救
済
」
へ
の
助
力
を
請
う
の
だ
が
、
そ
の
書
面
で
は
、
自
分
が
「
独
力
諸
般
の
調
査
画
策
」
し
て
「
二
十
戸
八
十
余
名
」
を
北
海
道
に
「
引
率
」
し
た
。
そ
し
て
「
細
民
」
の
「
自
発
的
向
上
発
展
」
を
望
む
上
田
が
自
ら
率
先
し
、
今
後
も
「
益
々
移
住
殖
民
団
体
を
組
織
」
し
た
い
と
述
べ
る
ｃ
「
我
が
現
団
体
員
も
自
己
の
一
族
知
己
を
渡
道
せ
（蹄）
し
め
度
申
居
候
」
と
も
一
言
う
が
、
公
道
会
に
は
言
及
し
な
い
。
さ
ら
に
大
正
九
年
に
は
「
社
会
改
善
公
道
」
に
団
体
移
住
の
主
旨
や
北
海
道
の
様
子
を
報
告
し
（郷）
て
大
江
に
謝
辞
を
述
べ
る
が
、
会
の
活
動
に
は
別
段
に
意
見
し
な
い
。
彼
に
は
会
へ
の
帰
属
意
識
は
あ
っ
て
も
希
薄
、
連
絡
も
必
ず
し
も
密
で
な
か
っ
た
よ
う
（師）
である。
あ
ら
た
め
て
帝
国
公
道
会
と
上
田
や
京
都
団
体
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
そ
も
そ
も
上
田
は
夜
学
校
や
青
年
会
活
動
に
由
来
す
る
田
中
村
の
人
び
ととの紐帯があり、彼自身の北海道への関心あって公道会に連絡、
〈鯛）
夜
学
校
と
青
年
会
を
入
会
さ
せ
た
だ
ろ
う
。
公
道
会
へ
の
「
問
い
〈
回
わ
せ
」
か
ら
は
会
や
政
府
の
助
力
を
引
き
出
そ
う
と
し
た
こ
と
が
読
み
取
れ
、
彼
が
視
察
し
て
貸
付
地
を
出
願
し
た
の
だ
っ
た
。
一
方
、
公
道
会
は
大
江
ら
が
講
減
な
ど
で人びとの移住の動機に何らか影響を及ぼし、また移住事業の計画・
宣
伝
や
道
庁
、
道
内
資
本
家
に
協
力
を
依
頼
し
た
な
ど
知
れ
る
と
は
い
え
、
そ
れ
自
体
に
移
民
団
を
組
織
・
運
営
す
る
機
能
が
あ
っ
た
か
は
、
疑
わ
し
い
。
先
（”）
述
の
よ
う
に
大
江
は
「
移
住
せ
し
む
べ
き
土
地
を
予
定
し
置
く
こ
と
に
尽
力
」
、
上
田
た
ち
が
貸
付
地
を
得
る
よ
う
道
庁
と
交
渉
し
て
い
る
。
京
都
団
体
出
発
前
8７
年
の
九
月
に
上
田
は
「
移
民
旅
費
送
達
の
件
通
信
来
る
」
と
記
す
の
で
会
か
ら
一
定
額
を
補
助
さ
れ
た
可
能
性
は
あ
り
（
京
都
～
中
央
小
樽
大
人
一
人
四
円
八
八
銭
、
そ
の
先
は
移
民
に
は
無
賃
）
、
土
地
の
調
査
や
「
移
住
民
の
保
護
又
は
管
理
指
導
」
な
ど
都
築
に
嘱
託
し
た
こ
と
が
知
れ
る
。
だ
が
公
道
会
か
ら
京
都
団
体
に
は
予
定
の
補
欠
員
が
到
着
せ
ず
、
上
田
や
団
員
は
自
ら
補
欠
へ
の
土
地
貸
付
け
を
道
庁
に
談
判
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
も
彼
ら
の
移
住
後
に
会
の
移
（卯）
住
事
業
は
財
政
難
に
よ
り
「
中
絶
し
た
」
と
い
う
。
頼
り
に
は
で
き
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
京
都
団
体
は
親
類
縁
者
ら
に
よ
り
構
成
さ
れ
自
分
た
ち
で
主
体
的
に
活
動
し
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
移
住
の
実
行
者
は
上
田
が
呼
び
か
け
て
も
予
定
戸
数
に
満
た
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
部
落
の
文
化
や
「
団
体
長
ノ
仕
方
力
不
服
」
と
い
っ
た
種
々
の
条
件
に
か
か
わ
ろ
う
が
、
後
に
参
加
す
る
者
も
帰
郷
す
る
者
も
あ
り
、
各
自
の
事
情
や
判
断
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
一
年
以
内
（
大
正
七
年
一
二
月
末
ま
で
）
に
移
住
す
れ
ば
当
面
は
二
二
戸
ま
で
土
地
は
貸
付
ら
れ
る
余
地
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
道
庁
か
ら
戸
数
制
限
が
団
体
に
適
用
さ
れ
、
部
落
か
ら
の
移
住
を
望
む
上
田
た
ち
の
活
動
が
制
約
を
受
け
な
か
っ
た
と
は
い
ま
言
い
切
れ
な
い
。
大
正
五
年
版
『
北
海
道
移
住
手
引
草
」
は
一
般
的
な
「
移
住
の
資
金
」
を
次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。
旅
費
、
家
具
、
農
具
、
小
屋
掛
、
食
料
の
五
種
と
し
て
自
作
農
の
費
用
を
見
積
り
、
旅
費
は
一
定
し
な
い
が
割
引
き
が
あ
る
。
八
団
体
の
運
営
と
そ
の
協
力
者
「家具は十二円余にて足り農具は二十三円内外居小屋は十五坪位の
掘
立
に
て
柾
葺
板
圃
に
造
り
て
こ
十
一
円
位
草
葺
草
園
に
す
れ
ば
七
円
位
を
要
す
」
。
食
料
は
夫
婦
に
子
供
二
人
の
家
族
で
コ
ケ
年
百
円
位
」
。
し
た
が
っ
て
「
総
計
百
五
六
十
円
位
の
準
備
あ
れ
ば
足
る
」
。
し
か
し
開
拓
地
は
物
価
高
な
の
で
二
、
三
割
多
が
望
ま
し
い
。
た
だ
し
三
月
に
開
墾
に
着
手
す
る
農
家
は
収
穫
に
よ
り
、
食
料
費
は
「
六
十
円
位
に
て
足
る
」
だ
ろ
う
と
記
し
て
い
る
。
け
れ
ど
も
大
正
七
年
版
で
は
総
計
「
三
百
円
」
、
大
正
一
○
年
版
「
六
百
円
」
を
準
備
す
べ
き
と
改
め
ら
れ
、
物
価
上
昇
の
著
し
か
っ
た
こ
と
が
判
る
。
団
体
の
財
政
は
ど
う
あ
っ
た
の
か
、
推
測
だ
が
考
え
ら
れ
る
収
入
の
途
を
列
挙
し
て
み
よ
う
。
第
一
が
帝
国
公
道
会
の
補
助
の
可
能
性
だ
が
、
多
額
を
得
た
跡
は
い
ま
見
ら
れ
な
い
。
第
二
は
貸
付
・
売
払
地
の
立
木
売
却
益
で
、
京
都
団
体
の
立
木
が
（皿）
「
二
倍
半
倍
高
価
に
売
れ
」
た
の
を
「
神
の
加
護
」
だ
と
上
田
は
記
し
た
。
確
実
に
金
額
を
得
た
の
は
こ
れ
だ
ろ
う
。
第
三
が
篤
志
家
の
拠
出
で
、
田
中
村
有
志
に
よ
り
「
余
金
百
円
に
充
た
ず
」
を
免
れ
、
上
田
の
姉
夫
婦
や
河
内
の
親
戚
か
ら
援
助
を
受
け
た
こ
と
も
知
れ
る
。
大
阪
の
資
産
家
に
も
相
談
す
る
が
協
力
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
第
四
に
農
産
物
や
土
地
な
ど
を
担
保
に
金
融
を
受
け
た
様
子
が
あ
る
。
そ
う
し
て
日
誌
を
読
む
限
り
で
は
、
立
木
売
却
の
商
談
に
都
築
が
一
定
の
役
割
を
果
す
よ
う
で
あ
り
、
一
九
二
○
〈
大
正
九
）
年
七
月
上
田
が
大
江
を
訪
問
し
た
後
に
、
「
御
料
地
払
下
げ
の
件
に
就
き
」
通
（兜）
信
し
た
と
記
さ
れ
る
。
だ
が
御
料
地
へ
の
移
住
が
一
毘
都
団
体
や
公
道
へ
雪
に
よ
り
実
行
さ
れ
た
跡
は
見
当
た
ら
ず
、
公
道
会
か
ら
上
田
た
ち
に
は
他
に
別
段
の
働
（”）
き
も
現
時
点
で
見
つ
け
ら
れ
な
い
。
な
ぜ
そ
れ
で
団
体
が
運
営
で
き
た
か
を
考
8８
北海道移住と上田静一
えておこう。
ま
ず
多
く
は
景
気
に
乗
じ
て
だ
ろ
う
。
「
初
年
二
年
ノ
収
穫
物
ハ
微
々
ト
シ
テ
算
ス
ル
ニ
不
足
生
等
ノ
生
活
ハ
一
時
不
安
二
陥
入
リ
シ
ガ
世
ハ
好
況
ト
ナ
リ
百
般
ノ
事
業
旺
盛
ト
ナ
リ
シ
タ
メ
冬
期
稼
ギ
ヲ
以
テ
物
債
騰
貴
モ
潮
ク
シ
テ
支
（肌）
ヘ」た。伐木や運搬、造材など一般的にも開拓農の初期家計は副業に頼
っ
た
が
、
そ
の
機
会
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
足
寄
郡
内
で
も
「
鉄
道
沿
線
は
比
（蝿）
較
的
労
銀
を
獲
る
は
容
易
」
と
さ
れ
、
上
田
は
移
住
初
年
九
月
末
日
に
「
金
儲
け
口
も
次
、
と
あ
り
て
順
調
」
と
記
し
た
。
「
女
子
ハ
除
草
二
専
念
シ
男
子
ハ
附近ノ伐採地開キ等二雇ハレ一日八十五銭乃至一円十五銭ノ収鹸｝
大
誉
地
に
近
い
利
別
川
は
大
正
四
年
に
ト
マ
ム
川
は
大
正
六
年
に
王
子
製
紙
が
伐
木
流
送
を
開
始
し
て
、
そ
の
労
働
男
七
○
銭
、
女
四
○
銭
と
も
上
田
は
記
し
（ｗ）
ている。伐材搬送はむしろ厳寒の久「期に仕事があり、大正九年春に
「
三
日
間
で
、
一
○
二
円
稼
い
だ
」
と
の
証
言
も
あ
る
。
当
時
本
別
村
を
含
む
河
西支庁内の日傭日給が平均男一・一二円、女．八二噸一概に比較
は
で
き
な
い
が
、
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
田
中
村
車
夫
の
月
収
が
平
均
一
人
（叩）
一
○
～
一
二
円
。
原
野
生
活
で
は
「
一
般
部
民
と
部
落
出
身
者
」
に
「
何
た
る
差
違
あ
る
こ
と
な
し
」
と
も
観
察
し
た
。
青
年
家
族
や
兄
弟
ら
が
団
員
で
行
動
は
し
や
す
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
し
て
好
況
を
前
提
に
事
業
を
考
え
た
だ
ろ
う
。
道
庁
に
提
出
の
文
書
に
よ
る
と
「
立
木
代
金
ニ
テ
経
営
ノ
方
針
ヲ
相
立
」
て
よ
う
と
し
、
京
都
団
体
貸
付
地
の
立
木
は
「
六
百
十
円
」
で
売
約
さ
れ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
大
正
七
年
上
田
は
岐
阜
県
団
員
縁
故
の
先
移
住
者
松
井
倉
次
郎
（
上
足
寄
の
農
家
。
明
治
四
○
年
頃
に
渡
道
、
明
治
四
四
年
中
川
郡
本
別
村
か
ら
足
寄
村
に
、
大
正
二
年
釧
路
舌
辛
村
へ
と
再
移
住
）
と
共
に
釧
路
を
踏
査
し
、
彼
ら
の
郷
里
の
親
類
縁
者
た
ち
か
ら
「
第
二
団
体
」
を
設
け
て
舌
辛
村
に
二
○
町
歩
一
四
戸
の
売
払
地
を
松
井
の
代
理
人
と
し
て
出
願
、
許
可
（伽）
を
得
て
い
る
。
同
時
期
に
そ
の
立
木
の
「
手
附
金
壱
千
円
」
「
六
千
円
」
と
い
（皿）
っ
た
高
値
で
商
談
も
ま
と
め
た
よ
う
で
あ
る
。
何
程
か
の
斡
旋
料
を
得
た
可
能
性があり、木材商との交渉には都築にも連絡。会の事業と称せば土
地
の
出
願
に
は
多
少
と
も
有
利
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
母
里
河
内
千
早
村
の
親
類
尾
坂
悦
次
郎
夫
妻
と
田
中
村
団
員
斉
□
佐
助
の
兄
哉
三
郎
家
族
も
参
加
し
て
い
る
。
上
田
は
調
査
や
道
庁
、
木
材
商
な
ど
と
交
渉
を
な
し
、
大
誉
地
に
近
在
の
移
住
者
・
縁
者
に
土
地
を
得
さ
せ
て
自
己
の
縁
者
に
も
機
会
を
つ
く
ろ
う
と
し
た
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
隣
地
ト
マ
ム
の
板
倉
勘
兵
衛
率
い
る
三
重
県
人
ら
天
塩
団
体
か
ら
は
補
欠
と
し
て
松
□
篁
太
郎
加
入
の
申
し
入
れ
が
あ
（噸）
り、上田が世話をするなど移住者間の協力のあった様子が知れる。
ま
た
注
目
し
た
い
の
が
、
京
都
・
大
阪
・
北
海
道
を
往
来
す
る
上
田
を
媒
介
に
し
て
直
接
間
接
に
団
体
を
援
助
し
た
人
々
の
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
と
に
大
正
九
年
頃
ま
で
彼
は
鉄
道
を
利
用
し
て
活
発
に
行
動
し
た
様
子
が
知
れ
る
。
日
誌
で
は
釧
路
に
団
体
を
送
り
出
し
た
大
正
人
年
を
除
い
て
京
都
・
大
阪
で
越
年
。
親
類
縁
者
の
問
題
解
決
や
移
住
の
勧
誘
、
資
金
調
達
な
ど
な
し
、
春
に
渡
道
、
土
地
の
調
査
や
出
願
、
木
材
商
と
の
交
渉
や
出
面
の
先
を
探
し
た
だ
ろ
う
。
そ
の
彼
不
在
の
入
植
地
に
は
兄
や
青
年
家
族
ら
が
滞
在
し
て
お
り
、
団
員
が
不
足
し
た
当
時
に
、
田
中
部
落
夜
学
の
代
用
教
員
を
務
め
青
年
会
名
簿
に
も
名
を
（噸）
見
る
上
田
の
義
弟
矢
田
賞
太
郎
が
大
阪
か
ら
参
加
し
て
い
る
。
一
方
、
京
都
で
8９
は部落で一緒に子どもたちを教育してきた妻のぬいと吾子が、彼ら
に
助
力
す
る
妻
の
姉
夫
婦
に
よ
り
後
見
さ
れ
た
と
い
う
。
姉
夫
婦
は
団
体
出
発
時に賎別など上田に与えるほか「移住者全部に古着防寒衣服等送与」
（川）
し
た
と
記
さ
れ
る
。
上
田
夫
妻
の
晩
年
ま
で
彼
ら
家
族
同
士
は
結
び
つ
き
が
強
か
っ
た
ら
し
く
、
上
田
が
単
身
活
動
す
る
一
条
件
を
な
し
た
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
上
田
は
道
内
の
女
性
松
井
春
と
三
年
の
間
縁
あ
り
、
夫
婦
の
如
く
な
っ
た
が
大
正
二
年
に
彼
女
の
負
債
を
引
き
受
け
て
父
親
（
在
余
市
町
）
の
元
に
返
そ
う
と
す
る
。
そ
の
場
合
に
も
姉
婿
や
妻
ぬ
い
が
春
と
話
し
合
い
、
長
男
一
正
の
養
育
が
彼
女
に
任
さ
れ
た
と
記
し
て
い
る
。
長
男
は
一
時
河
内
に
も
預
け
ら
れ
、
身
よ
り
の
な
い
団
員
の
子
ど
も
は
京
都
の
「
慈
善
教
育
院
」
に
委
託
さ
れ
た
こ
（順）
と
も
知
れ
る
。
そ
こ
で
妻
の
母
校
で
あ
る
京
都
女
子
和
洋
芸
技
学
校
に
つ
い
て
触
れ
よ
う
。
フ
ラ
ン
ス
人
修
道
女
ブ
ロ
ー
・
メ
リ
ー
ら
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
と
い
う
学
校
と
の
関
わ
り
は
日
誌
で
は
明
治
四
四
年
に
初
め
て
見
ら
れ
る
が
、
上
田
は
教
え
子
の
進
学
費
の
負
担
を
彼
女
に
相
談
し
た
。
そ
れ
を
承
諾
し
て
彼
女
が述べた「私田中村の為尽す故卒業後田中村の為め尽すと言ふ約束」。
と
の
言
葉
に
「
余
は
心
の
奥
底
よ
り
喜
び
た
り
」
と
記
し
て
い
る
。
部
落
青
年
（畑）
が
附
近
の
火
事
を
目
撃
し
て
駆
け
付
け
た
の
も
こ
の
学
校
だ
っ
た
。
そ
う
し
て
上
田
た
ち
の
試
み
た
移
住
・
開
墾
の
実
際
と
は
、
京
都
田
中
村
や
大
阪
東
條
村
周
辺
、
北
海
道
で
も
近
隣
と
互
助
的
に
協
力
し
て
進
め
ら
れ
た
様
子
が
窺
え
る
の
で
あ
り
、
移
民
団
か
ら
は
帰
郷
す
る
者
も
あ
っ
た
が
、
上
田
の
活
動
が
当
時
の
部
落
で
と
く
に
反
対
を
受
け
た
跡
は
日
誌
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
北
海
道
を
往
来
す
る
上
田
は
青
年
た
ち
か
ら
賤
別
を
受
け
た
り
、
一
九
二
七
上
田
の
移
住
植
民
の
論
を
筆
者
な
り
に
簡
単
に
考
察
し
て
お
く
と
、
上
川
に
は
人
口
調
密
で
「
旧
来
ノ
因
習
」
あ
る
地
域
で
は
職
業
も
限
定
さ
れ
、
「
生
存
上
の
完
備
」
難
し
い
、
「
細
民
」
の
「
真
の
改
善
」
に
は
自
ら
の
「
労
力
」
を
発
揮
で
き
る
新
天
地
が
好
ま
し
い
と
の
判
断
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
確
と
北
海
道
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
も
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
市
長
代
理
へ
の
建
白
書
で
は
北
海
道
・
満
蒙
・
ア
マ
ゾ
ン
な
ど
列
挙
し
て
「
雄
飛
活
躍
」
す
る
場
所
を
求
め
た
。
た
と
え
ば
函
館
か
ら
南
米
に
移
住
す
る
団
体
に
出
会
っ
て
「
青
年を激励し大に此の壮挙を祝し錘。だが彼は士族移民のように
「
皇
国
北
門
の
藩
屏
」
を
自
負
す
る
の
で
は
な
い
し
、
国
家
的
な
課
題
意
識
も
希
薄
と
い
え
よ
う
。
け
れ
ど
も
、
次
の
よ
う
に
は
述
べ
て
い
る
。
「
堅
実
な
る
（
昭
和
三
年
に
も
「
い
つ
に
変
は
ら
（
ず
）
喜
ひ
迎
へ
ら
れ
」
た
と
記
し
て
いて、京都団体移住は帝国公道会の「後援」を得たが、移住後の様
子
や
団
員
の
構
成
、
上
田
の
意
図
に
照
ら
す
な
ら
ば
家
族
親
類
や
部
落
青
年
た
ち
を
含
む
縁
者
ら
の
支
え
が
あ
れ
ば
こ
そ
取
り
組
ま
れ
た
と
捉
え
る
の
が
ふ
さ
わ
し
い
、
と
い
う
の
が
小
論
の
見
通
し
で
あ
る
。
な
お
、
そ
う
で
あ
れ
ば
上
田
の
人
と
な
り
や
手
腕
に
も
事
業
の
成
否
は
負
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
田
中
村
周
辺
の知った部落や近隣、親類宅などに彼は立寄り北海道の様子を伝え、
「
我
が
国
は
食
糧
不
足
な
れ
ば
大
に
殖
民
政
策
を
取
り
強
壮
な
る
青
年
は
大
に
（叩）
発
展
」
す
べ
き
だ
と
説
い
て
移
住
を
勧
め
た
と
記
す
。
九
移
住
事
業
の
頓
挫
9０
北海道移住と上田静
国
民
」
に
な
る
の
に
北
海
道
は
「
最
良
の
地
」
だ
。
「
細
民
」
を
海
外
「
各
地
に殖民せしめ活動せしむれば、生活難てふ忌はしき現象も起らず、
細
民
自
身
の
幸
福
を
増
進
す
る
と
共
に
国
権
の
扶
植
、
民
族
発
展
の
実
を
拳
ぐ
（噸）
る
事
も
出
来
得
る
か
と
存
候
」
と
。
関
心
は
生
活
難
に
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
う
し
て
団
員
た
ち
が
「
自
己
の
財
産
」
と
な
る
土
地
を
得
る
と
と
も
に
、
収
穫
を
得
て
国
民
に
食
糧
を
提
供
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ところで当時北海道での農業を見ると、大誉地に近い「普通農民」
の
生
活
は
次
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
る
。
「
地
味
気
候
適
順
、
交
通
も
決
し
て
不
便でない足寄の茶五町歩専農家で実際作付地が三町七段、大豆二町
五
段
、
小
豆
五
反
、
此
他
は
裸
麥
、
唐
黍
、
燕
麥
、
蕎
麥
、
馬
鈴
薯
、
蔬
菜
類
の
作
付
で
家
族
五
人
、
内
労
働
に
堪
え
得
る
も
の
夫
婦
二
人
一
年
間
の
農
業
収
入
三
百
五
十
余
円
、
副
業
の
雑
収
入
十
円
、
然
る
に
種
子
農
具
其
他
直
接
の
農
営
費
八
十
二
円
余
、
住
宅
の
修
繕
費
十
七
円
餘
、
仕
事
着
其
他
被
服
代
五
十
円
、
食
費
は
勿
論
米
食
で
は
な
い
麥
稲
黍
馬
鈴
薯
又
は
多
少
米
を
交
へ
て
常
食
と
し
九十三円余、諸公課金二十一一円余雑費三十五円で一一一百円余となり、
差
引
六
十
四
円
余
が
手
元
に
残
る
」
と
（
「
釧
路
新
聞
」
一
九
一
六
年
一
二
月
一
五
日
）
。
豆
を
主
体
に
し
た
畑
作
を
な
す
開
拓
農
家
は
七
、
八
倍
の
高
値
に
よ
っ
て
入
植
後
の
窮
乏
を
緩
和
、
一
躍
富
裕
化
す
る
者
も
現
れ
て
い
た
。
こ
と
に
大
正
七
年
は
「
異
常
な
好
況
」
。
翌
年
移
民
の
来
住
も
頂
点
に
達
し
、
た
と
え
ば
部
落
改
善
に
よ
る
大
正
二
年
の
奈
良
県
移
民
は
土
地
の
騰
貴
も
あ
っ
て
数
千
円を得たと匙汕｝大正一一一・四年の滋賀県移民も「莫大な利益」があ
（、）
っ
た
と
い
う
。
そ
う
し
た
な
か
大
誉
地
で
は
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
に
は
「
団
体
内
を
貫
通
す
る
拓
殖
道
余
程
進
捗
」
。
小
学
校
の
新
築
移
転
だ
ろ
う
建
設
に
団
員
が
協
力
す
る
な
ど
一
帯
が
開
拓
村
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
様
子
が
知
れ
る
。
移
民
の
通
例
に
違
わ
ず
、
若
干
名
だ
が
京
都
団
員
の
家
族
も
親
類
・
（、）
縁
者
が
渡
道
し
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
北
海
道
の
上
田
の
も
と
で
「
修
養
し
た
し
」
と
手
紙
を
送
っ
た
教
え
子
青
年
も
あ
っ
た
と
い
う
。
だ
が
第
一
次
大
戦
が
終
結
、
大
正
九
年
半
ば
に
は
北
海
道
入
植
地
も
不
況
へ
と
転
じ
て
ゆ
く
。
帝
国
公
道
会
は
移
住
一
年
ほ
ど
の
農
家
に
七
○
○
～
’
二
○
（鵬）
○
円
収
入
あ
り
と
雑
誌
で
伝
え
る
が
、
そ
し
て
お
そ
ら
く
団
体
の
財
政
に
つ
い
て大江に相談せんとした様子のある上田だが潤飾には釘をさした。
「
物
品
仕
入
最
中
は
物
価
昂
騰
の
頂
上
に
て
本
年
頃
よ
り
農
作
物
売
り
出
し
得
る
と
恩
へ
ば
下
落
の
気
運
に
向
ひ
た
り
渡
道
期
適
当
せ
ざ
り
し
な
り
」
、
「
昨
年
迄
の
収
穫
物
は
誠
に
貧
弱
に
し
て
八
年
度
は
自
家
用
を
除
け
ば
一
家
最
高
三
百
〈川）
円
位
最
低
四
五
十
円
位
な
り
き
」
。
日
稼
ぎ
で
開
墾
が
遅
れ
、
昨
年
は
凶
作
で
もあった、と。数年なりとも移住の時期が早ければと考えただろう。
そ
し
て
、
こ
の
報
告
の
年
に
周
辺
は
長
雨
に
あ
い
、
し
か
も
豆
の
価
格
は
三
分
（順）
の一に急落してゆく。京都団体周辺の移住者には各々に開拓の理由
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
ら
農
家
は
本
格
的
に
収
穫
を
見
込
め
る
三
年
目
以
降
は好況に浴しえなかった。翌一○年にもなると「何仕事も起こらず」、
移民の渡道は一般的にも急減・農家も「続々他の職業に転議）して（、）
い
る
と
報
じ
ら
れ
、
転
出
の
多
い
地
域
が
全
道
的
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
日
誌
で
は
上
田
は
道
庁
に
よ
る
土
地
付
与
の
検
査
を
団
員
に
受
け
さ
せ
た
り
、
それを猶予させた様子が知れる。「新参農夫ニテハ周囲ノ信用薄ク」
9１
「其レ々応分ノ負債アル」ので開墾未了でも成功付与して欲しいと
（畑）
の
請
願
も
作
成
し
て
い
る
。
そ
し
て
翌
年
に
上
田
は
三
年
前
よ
り
北
海
道
で
縁
あ
っ
た
女
性
松
井
春
を
姉
夫
婦
や
妻
、
田
中
村
の
人
び
と
に
公
然
化
。
父
親
に
送
り
返
す
決
心
を
固
め
た
。
そ
の
先
の
余
市
町
で
彼
は
同
居
す
る
。
身
動
き
な
らずに小学校の代用教員の職を得て過ごすのだが、「実に惨たる」
不
況
。
大
誉
地
周
辺
農
家
も
「
木
炭
焼
き
二
て
漸
く
生
活
を
維
持
」
す
る
よ
う
に
な
っ
て
ゆ
く
。
作
柄
の
悪
い
入
植
地
で
上
田
は
検
査
に
立
ち
会
っ
た
。
し
か
し
田
中
村
団
員
の
死
亡
事
故
も
発
生
。
そ
し
て
後
見
を
約
し
て
彼
は
松
井
と
離
別
し
、
妻
子
を
呼
び
寄
せ
教
員
生
活
を
続
け
る
の
だ
っ
た
。
日
誌
で
は
上
田
の
京
都
団
体
と
の
関
わ
り
は
、
一
九
二
三
（
大
正
一
一
一
）
年
八
月
五
日
「
本
日
大
誉
地
二
出
張
、
十
日
帰
宅
」
と
記
さ
れ
る
の
を
最
後
に
知
れ
な
く
な
る
。
だ
が
、
後
年
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
大
正
一
三
年
は
「
未
曾
有
の
大
冷
害
」
が
生
じ
、
京
都
団
体
ら
上
大
誉
地
部
落
で
は
以
後
多
く
の
人
々
が
出
稼
ぎ
に
向
か
っ
た
と
い
う
。
市
街
地
へ
の
転
出
や
帰
郷
も
始
ま
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
佐
賀
・
静
岡
・
京
都
団
体
ら
八
○
数
戸
の
部
落
は
昭
和
初
年
ま
で
に
二
○
戸
に
減
少
。
第
二
次
大
戦
終
戦
時
に
一
○
戸
に
た
ら
ず
。
農
業
を
続
け
た
団
員
家
族
も
あ
る
が
、
根
釧
原
野
か
ら
の
集
団
移
住
や
戦
後
引
揚
者
の
再
入
植
な
ど
〈四）
部
落
は
入
地
・
撤
退
が
繰
り
返
さ
れ
て
ゆ
く
。
調
査
で
は
、
土
地
改
良
を
実
施
せ
ね
ば
農
家
の
安
定
は
望
み
難
く
、
営
農
指
導
な
ど
必
要
だ
っ
た
が
、
殆
ど
期
待
し
え
ず
「
失
意
の
ど
ん
底
へ
葬
ら
れ
た
」
と
考
察
さ
れ
て
い
る
。
道
内
で
は
大
正
末
期
に
耕
地
拡
大
が
頭
打
ち
に
な
り
、
し
ば
し
ば
開
拓
地
で
は
二
次
原
野
と
呼
ば
れ
る
荒
蕪
地
が
出
来
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
道
内
で
有
畜
農
法
な
ど
の
さ
て
、
上
田
と
京
都
団
体
の
足
跡
を
辿
っ
て
き
た
の
だ
が
、
最
後
に
小
論
は
部
落
か
ら
の
移
民
の
北
海
道
で
の
背
景
に
つ
い
検
討
し
て
み
よ
う
と
思
う
。
と
い
う
の
も
上
田
の
素
志
は
細
民
の
「
真
の
改
善
」
と
し
て
の
自
発
的
発
展
・
生
活
難
の
打
開
Ⅱ
救
済
だ
っ
た
。
そ
れ
は
景
気
悪
化
に
際
会
し
て
頓
挫
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
彼
は
北
海
道
で
事
業
を
試
み
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
京
都
団
体
が
理
想
を
追
求
す
る
と
は
い
え
労
働
の
機
会
が
不
足
し
た
り
、
排
斥
を
受
け
て
は
府
県
と
比
べ
て
北
海
道
が
「
最
良
」
と
い
え
な
い
の
で
は
な
（唖）
い
か
。
「
貧
苦
の
負
傷
者
」
が
「
錦
を
飾
」
る
の
も
難
し
く
な
い
か
。
こ
れ
に
対
し
て
上
田
は
団
の
内
外
と
も
周
囲
の
移
住
者
同
士
に
「
差
別
的
交
り
」
は
な
い
と
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
「
蔑
視
ざ
れ
し
細
民
も
他
の
者
と
何
の
区
別
」
な
く
、
「
日
常
交
際
他
の
者
と
何
の
変
り
た
る
点
」
を
見
な
い
の
だ
と
。
移
住
後
四
年
間
の
実
地
経
験
で
は
協
力
し
て
農
業
に
従
事
し
、
「
要
は
其
の
人
の
器
量
と
品
農業技術の普及が図られるのは釧路・根室地方が移民の中心地とな
る
昭
和
期
以
降
だ
っ
た
。
た
だ
、
そ
れ
で
も
一
九
一
一
一
～
二
三
（
大
正
一
○
～
（剛）
一二）年に団体の主要家族は土地の付与検査を通過。「入地当時の
荒山も今は殆ど一村落の形を成」すまでになったと日誌に記され、
水
利
に
悩
む
高
台
だ
っ
た
が
耕
地
の
多
く
は
現
在
も
牧
草
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
土
地
を
手
放
し
た
り
・
小
作
を
な
し
て
ゆ
く
団
員
も
あ
り
大
正
（、）
一
五
年
に
新
た
に
土
地
を
求
め
て
出
願
し
て
い
た
こ
と
も
判
る
。
一
○
被
差
別
部
落
と
北
海
道
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北海道移住と上田静
（慨）
位
人
格
の
如
何
」
に
よ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
事
業
に
は
大
切
な
条
件
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
上
田
は
出
自
に
頓
着
す
る
こ
と
・
さ
せ
る
こ
と
を
「
僻
見
変
則
な
る
因
習
」
だ
と
捉
え
た
よ
う
で
あ
り
、
「
交
わ
り
」
の
支
障
に
な
る
「
因
習
」
す
な
わ
ち
「
国
元
の
家
柄
身
分
に
よ
り
て
尊
敬
を
受
け
叉
侮
視
せ
ら
る
Ｅ
等
の
現象」は北海道の彼らの周囲に「殆ど見ざる」と観察した。開拓農
村
で
は
農
事
や
教
育
、
互
助
な
ど
種
々
の
生
活
組
織
が
移
民
に
よ
り
新
設
さ
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
京
都
団
体
は
近
隣
に
出
面
に
赴
き
、
あ
る
い
は
市
街
の
旅
館
の
改
築
を
手
伝
っ
た
り
、
学
校
建
設
と
い
っ
た
様
々
の
活
動
を
な
し
た
と
い
う
。
上
田
自
身
も
国
勢
調
査
で
隣
家
を
訪
ね
て
歩
き
、
部
落
長
に
も
椎
（凶）
拳
さ
れ
た
様
子
を
記
し
て
い
る
。
だ
が
限
ら
れ
た
日
誌
の
以
上
に
は
現
時
点
で
（噸）
移
住
地
で
の
生
活
の
子
細
は
窺
い
よ
う
も
な
い
。
そ
こ
で
上
田
た
ち
が
関
知
し
た
か
は
定
か
で
な
い
が
、
部
落
の
人
び
と
や
貧
窮
す
る
人
び
と
を
当
時
の
北
海
道
が
ど
の
よ
う
に
受
け
入
れ
よ
う
と
し
た
か
を
、
以
下
に
考
え
て
お
こ
う
と
思
う
の
で
あ
る
。
さ
て
、
上
田
は
京
都
か
ら
の
出
発
時
に
田
中
村
や
近
在
の
「
細
民
部
落
」
で
移
住
者
を
募
っ
た
け
れ
ど
も
、
予
定
の
希
望
者
は
減
っ
た
と
い
う
。
明
治
末
の
当時、「最も有利の条件にて北海道移住を勧告した者があるが頑と
して応ずる者がなかつ勘）「敢テ之ヲ顧シモノ無之」といわれて、
（噸）
必
ず
し
も
北
海
道
行
は
部
落
で
支
持
さ
れ
て
い
な
い
様
子
が
知
れ
る
。
移
民
を
送
出
す
る
部
落
や
地
域
の
状
況
如
何
に
よ
る
が
、
｜
つ
に
北
海
道
に
渡
航
し
た
身
近
な
者
が
「
残
酷
な
目
」
に
あ
い
、
「
儲
か
る
所
で
な
い
」
と
判
断
し
た
場
（砥）
合
が
あ
っ
た
と
い
う
。
だ
が
一
つ
に
は
情
報
の
乏
し
さ
、
遠
隔
地
の
捉
え
難
さ
に
も
由
来
し
た
と
思
わ
れ
る
。
大
正
期
に
上
田
は
「
六
百
里
離
れ
た
る
異
域
」
（”）
だとも北海道を形容しているが、たとえば「明治之光」誌には、開
拓
地
の
発
達
を
紹
介
し
て
「
北
海
道
な
ど
ｂ
侮
っ
て
か
、
っ
て
行
く
」
の
を
い
（剛）
さ
め
る
記
事
も
あ
り
、
「
部
落
民
は
身
体
総
て
壮
健
」
で
「
所
期
の
目
的
を
達
せ
ん
と
す
る
気
概
」
が
あ
る
。
他
動
的
な
移
住
論
に
は
反
対
し
目
的
地
も
一
様
で
な
い
が
、
「
朝
鮮
台
湾
北
海
道
等
の
未
開
地
」
に
移
住
を
実
行
し
よ
う
。
そ
れ
に
は
「
出
稼
ぎ
に
関
す
る
智
識
」
を
十
分
に
備
え
た
い
、
と
も
主
張
さ
れ
た
（、）
ことが知れる。
と
こ
ろ
で
一
方
、
移
民
を
集
め
て
成
立
す
る
北
海
道
で
は
府
県
か
ら
の
道
の
不人気や疎遠さは、種々の案内や宣伝により道庁が解消しようとし、
道
内
の
新
聞
紙
上
で
も
度
々
話
題
に
さ
れ
て
い
る
。
北
海
道
は
府
県
と
異
な
り
明
治
三
○
年
代
ま
で
地
方
自
治
制
・
参
政
権
の
外
に
お
か
れ
た
経
緯
が
あ
り
、
道
議
会
開
設
と
と
も
に
財
政
が
国
庫
よ
り
独
立
し
て
、
な
お
一
級
・
二
級
町
村
制
な
ど
変
則
的
な
扱
い
が
残
さ
れ
た
。
移
民
の
動
静
や
開
拓
の
あ
り
よ
う
に
社
（噸）
会・道政が影響を敏に受ける「殖民地」の性格を帯びたのである。
そ
う
し
て
一
九
一
○
（
明
治
四
三
）
年
拓
殖
計
画
を
制
定
し
産
業
や
社
会
資
本
を
充
実
さ
せ
、
拓
殖
関
連
の
国
費
へ
の
依
存
を
脱
し
「
地
方
」
と
し
て
の
財
政
的
自
立
を
目
指
し
て
ゆ
く
。
そ
れ
に
は
当
面
ま
ず
拓
殖
予
算
を
確
保
し
良
質
な
移
民
を
招
来
す
る
必
要
が
あ
り
、
さ
ら
に
後
に
は
台
湾
・
朝
鮮
と
は
競
合
地
と
目
さ
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
て
、
北
海
道
・
道
民
の
府
県
か
ら
見
て
の
姿
や
地
位
の
周
縁
性
は
道
庁
や
論
客
の
琴
線
に
触
れ
る
問
題
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
明
治
四
○
年
に
道
長
官
河
島
醇
が
「
北
海
道
は
全
国
の
械
多
村
か
9３
ママ
果して然らば余は稜多村の圏左衛門に非ずやと放笑」したという記
ママ
事では、「北海道と北海道民を侮辱」「悪臭にかぶれ居るＪ密）の熟如く
（咽）
吹
聴
」
し
た
と
受
け
止
め
ら
れ
た
こ
と
が
知
れ
る
。
そ
し
て
、
か
か
る
被
差
別
部
落
に
つ
い
て
の
認
識
の
あ
り
よ
う
が
道
の
移
民
へ
の
処
し
方
に
も
何
程
か
影
響
し
た
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
。
順
次
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。
さ
て
、
上
述
の
よ
う
に
道
内
の
人
び
と
が
「
穣
多
村
」
を
侮
蔑
の
対
象
と
し
て
理
解
で
き
た
様
子
が
判
る
。
だ
が
、
そ
れ
が
周
囲
に
具
体
的
に
あ
っ
た
か
と
い
え
ば
、
明
治
末
・
大
正
期
の
紙
面
を
探
す
限
り
、
現
時
点
で
道
内
の
開
拓
村
や
移
住
民
を
「
特
殊
（
特
種
）
部
落
」
や
「
新
平
民
・
特
殊
民
」
な
ど
と
取
り
上
げ
た
事
例
は
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
「
特
殊
部
落
」
に
つ
い
て
は
、
明
治
末
期
に
は
札
幌
、
小
樽
、
函
館
な
ど
都
市
街
区
の
周
縁
に
貧
窮
民
の（剛）
集住地が形成され、それを「非人窟」「貧民窟」「細民部落」と形容。
「
内
務
省
に
て
は
地
方
改
良
事
業
の
一
と
し
て
特
殊
部
落
及
び
所
在
貧
民
窟
の
（断）
改
良
に
力
む
る
筈
な
り
」
と
は
伝
達
さ
れ
、
と
き
に
ア
イ
ヌ
部
落
と
と
も
に
（剛）
「
特
殊
部
落
」
の
語
も
用
い
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
府
県
の
被
差
別
部
落
は
北
海
道
の
生
活
場
面
に
身
近
で
な
い
た
め
か
、
た
と
え
ば
「
穣
多
種
族
と
聞
け
ば
耳
障
り
だ
が
…
…
本
道
に
其
部
落
の
一
つ
も
無
い
の
は
何
と
な
く
気
持
（職）
が
よ
い
」
と
も
言
わ
れ
た
の
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
道
庁
や
道
内
論
客
に
と
っ
て
の
関
心
事
は
、
開
拓
の
進
捗
や
農
村
の
運
営
、
ひ
い
て
は
道
政
を
左
右
す
る
来
住
者
の
数
や
質
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
資
本
家
の
移
住
は
幾
万
人
た
り
と
も
歓
迎
す
る
も
、
細
貧
者
の
来
住は地方経済上多大の損害あるを以て成るべく移住少なからんこと
を望むなどと勝手の熱を吐き居る者も無きにあら嚇〕。「資本薄弱な
る
新
来
移
民
」
に
は
「
開
墾
熟
練
且
つ
売
払
を
受
く
る
程
の
資
力
あ
る
者
を
温
（剛）
同
」
し
た
い
が
、
必
ず
し
も
そ
う
な
ら
な
い
。
し
か
も
未
開
地
測
設
の
進
捗
や
鉄
道
・
道
路
の
整
備
、
土
地
制
度
如
何
な
ど
関
わ
っ
て
、
明
治
四
二
年
「
移
住
民
減
退
」
が
伝
え
ら
れ
る
間
に
も
移
民
へ
の
特
定
地
は
不
足
を
呈
し
「
今
日
交
通不便の所でなければ貸付する所がない」とも言われてい（御｛北海
道
で
は
明
治
末
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
寒
冷
地
や
奥
地
に
ま
で
開
拓
が
進
展
。
（皿）
農
業
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
が
消
失
す
る
と
指
摘
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
時
節
に
実
施
さ
れ
た
の
が
、
た
と
え
ば
ま
ず
明
治
四
一
～
四
四
年
山
梨
・
栃
木
・
群
馬
ら
罹
災
民
移
民
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
山
梨
県
の
場
合
は
移
民
へ
の
応
募
者
六
八
六
戸
、
国
費
・
県
費
や
義
損
金
で
の
補
助
を
講
じ
、
食
料
・
諸
道
其
の
給
与
、
医
務
員
の
随
伴
な
ど
異
例
に
手
厚
い
。
罹
災
民
の
救
済
は
「
義
損
者
な
り
其
の
な
他の厚意に舐れ」ぬよう、人びとの「自力の到底及ばざる点にのみ
（唖）
他
力
を
加
ふ
る
の
方
針
」
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
渡
航
費
な
ど
「
移
民
二
交
附
（鵬）
セ
ズ
」
官
吏
が
支
払
い
、
物
資
は
現
物
支
給
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
う
し
て
資
力
乏
し
い
移
民
で
あ
っ
た
が
、
山
梨
県
側
は
新
村
へ
の
発
展
を
期
待
し
、
道
庁
は
虻
田
郡
に
急
邇
区
画
を
測
設
。
概
ね
好
意
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
一
定
開
墾
も
遂
げ
た
様
子
が
知
れ
る
。
し
か
し
「
多
数
を
同
一
ヶ
所
へ
容
る
、
は
甚
だ
閥
（州）
難
」
で
手
配
さ
れ
た
羊
蹄
山
麓
は
高
度
傾
斜
や
土
壌
な
ど
悪
条
件
を
備
え
た
と
い
う
。
冷
害
な
ど
被
り
離
農
・
退
去
者
を
多
出
す
る
結
果
に
な
っ
て
ゆ
く
の
で
ある。そし
て
一
方
、
貸
付
地
不
足
や
不
良
化
の
裏
面
で
道
内
に
問
題
化
し
て
い
た
9４














